
超音波トモグラフィー・ミラによる非破壊調査

✔ コンクリート構造物の内部構造の把握を超音波・横波で非破壊で行うことができます。

✔ 超音波を用いて、配筋だけではなく、コンクリート内部にある空洞やジャンカ、配管を検知できます。

✔ 透過力が高く、コンクリート厚さ約2m（無筋）までの探査が可能です。（配筋に依存します）

超音波トモグラフィー法(MIRA)とは、鉄筋コン

クリート等減衰の大きい材料内部の鉄筋、空洞

やジャンカ等を探査することを目的として開発

された非破壊試験装置です。（独製）

MIRA本体には、48個(4列×12列)のアレイ型セ

ンサーが配置され、12CHの素子が、自動的に

高速で切り替えられて数多くのデータを採集し

ます。このデータをもとに反射時間と設定され

た横波伝搬速度から、試験装置のソフトウェア

によって、トモグラフィ画像（逆解析断面画

像）として内部の鉄筋、配管等が即時に表示さ

れます。透過力の高い横波を用いることで、約

2mの厚さまでの構造物に適用できます。

発振

【3D解析画像例(コンクリート内部)】

【適用事例①：鉄筋コンクリート床版厚、鉄筋、埋設管（塩ビ
パイプ）の探査】

■超音波トモグラフィー法(MIRA)とは
【反射法探査概念図】
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【適用事例②：トンネルコンクリートひび割れ探査】

超音波試験　ひび割れ推定深さ 測点A

1 2 3 平均値

3323 3323 3323 3323

30.09 30.09 30.09 30.09

77.62 79.52 79.04 78.73

119 122 121 121

健全部 　　　　ひび割れ部　2

ひび割れ部　1 　　　　ひび割れ部　3

超音波トモグラフィー解析画像

H=Vp/2×√（Tc 2-T02)

健全部伝搬速度

ひび割れ部伝搬時間

推定ひび割れ深さ(mm)

健全部伝搬時間

Vp (m/sec)

T0 (μsec）

Tc（μsec)

ひび割れ深さ

113mm

コンクリート厚

438mm

・ひび割れ深さ:113mm

・ひび割れ方向:円弧外側

（=下図の黄色矢印方向）
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【探査状況)】

【適用例：コンクリート健全性(配筋、空洞、ジャン
カ、内部状況)調査、コンクリート構造】


